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農業委員会だより
　

河
内
町
は
、
広
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
清
流
と
緑
豊
か
な
山
に
囲
ま
れ
た

自
然
環
境
の
良
い
地
域
で
、
当
市
と
地
域

的
環
境
が
非
常
に
似
て
い
る
町
で
す
。

　

昭
和
60
年
代
に
県
営
ほ
場
整
備
事
業

が
行
わ
れ
、
農
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
営
農
組
合
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
高

齢
化
の
波
や
小
学
校
の
廃
校
、
市
町
村
合

併
な
ど
の
地
域
諸
問
題
が
浮
上
し
、
平
成

15
年
自
治
組
織｢

共
和
の
郷
・
お
だ｣

を

設
立
。
農
家
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
、
担
い
手
不
足
か
ら
農
業
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
17
年

11
月
、
農
事
組
合
法
人｢

フ
ァ
ー
ム
・
お

だ｣

が
誕
生
。
構
成
農
家
数
は
１
２
８
戸
、

先
進
地
で
担
い
手
育
成
な
ど
を
学
ぶ

経
営
面
積
82
㌶
を
管
理
、
運
営
し
、
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
、
農
作
業
の
効
率
化
に

向
け
て
、
４
㌶
は
水
稲
の
疎
植
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

幾
多
の
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、

｢

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
作
る｣

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
組
合
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
銘

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
田
町
は
、
広
島
県
北
部
の
平

野
部
に
広
が
る
町
で
、
戦
国
武
将
・
毛
利

元
就
が
生
誕
し
た｢

歴
史
の
町｣

で
す
。

　

３
年
に
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手
。

翌
年｢

21
世
紀
型
水
田
農
業
モ
デ
ル
促
進

事
業｣

の
採
択
を
受
け
、
整
備
後
に
お
け

　

市
農
業
委
員
は
７
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
、
担
い
手
育
成
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
広
島
県
東
広
島
市
河
内
町
小
田
地
区
の｢

農
事

組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ｣

と
安
芸
高
田
市
吉
田
町
可え

の愛
地
区
の｢

農
事
組
合

法
人
え
ー
の
ー｣

を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

(

上)

力
説
す
る
農
事
組
合
法
人｢

フ
ァ
ー
ム
・
お
だ｣

の
吉よ
し
ひ
ろ弘

昌
昭
代
表
理
事(

中)

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
農
業
委
員(

下)

ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
大
豆
で
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
に
意
欲
を
燃
や
す
農

事
法
人｢

え
ー
の
ー｣

る
農
業
経
営
の
効
率
的
な
展
開
・
担
い
手

育
成
を
図
る
た
め
、
３
つ
の
営
農
組
合
を

組
織
し
、
採
択
要
件
の
達
成
に
向
け
て
動

き
出
し
ま
し
た
。

　

水
稲
の
基
幹
三
作
業
を
受
託
す
る
中
で

転
作
面
積
の
拡
大
や
耕
作
の
全
面
委
託
を

希
望
す
る
農
家
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
農
地
の
利
用
権
設
定
に
よ
る
転
作

大
豆
の
集
団
栽
培
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

12
年
４
月
、
３
つ
の
営
農
組
合
の
活
動

を
補
完
す
る
連
合
組
織
と
し
て
、
４
集
落
、

構
成
農
家
数
１
２
７
戸
の
農
事
組
合
法
人

｢

え
ー
の
ー｣

が
誕
生
。
主
要
作
物
の
水
稲

を
35
㌶
、
大
豆
23
㌶
を
管
理
、
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豆
腐
加
工
施
設
を
同
年
に
建

設
し
、
水
稲
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
年
間
８
㌧
の
大

豆
を
使
い
翌
年
３
月
か
ら
、
６
万
丁
の
豆

腐
を
市
内
の
産
直
施
設
や
Ａ
コ
ー
プ
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
14
年
、

レ
ス
ト
ラ
ン｢

え
ー
の
ー
・
夢
茶
屋｣

を
オ

ー
プ
ン
し
、
年
間
１
万
丁
弱
の
豆
腐
を
使

っ
た
メ
ー
ン
料
理
が
Ｊ
リ
ー
グ｢

サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島｣

の
選
手
た
ち
に
も
広
く

利
用
さ
れ
好
評
と
の
こ
と
で
す
。

　

既
存
の
流
れ
に
満
足
せ
ず
、
新
し
い
レ

ー
ル
を
敷
こ
う
と
す
る
試
み
こ
そ
が
活
路

を
切
り
開
き
、
第
一
歩
の
踏
み
出
し
が
人

を
呼
び
、
そ
こ
に
人
の
輪
が
生
ま
れ
、
次

に
知
恵
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

｢

え
ー
の
ー｣
か
ら
学
び
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　

    (
農
業
委
員　

小
松　

茂)

遊
休
農
地
の
実
態
を
調
査

　

21
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発

式
は
８
月
31
日
、
和
賀
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
関
係
者
45
人
が
出
席
。
市
内
の

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
、
こ

れ
以
上
増
大
さ
せ
な
い
よ
う
に
啓
発
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。
高
橋
久
悦
会
長
か

ら
は｢

農
地
は
食
料
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、

生
活
環
境
の
保
持
、
自
然
環
境
の
維
持
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
遊
休
農

地
の
拡
大
を
防
止
し
、
優
良
農
地
に
導
く

た
め
に
も
皆
さ
ん
の
活
動
と
協
力
を｣

と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

(上)農地パトロール出発式
(右)耕作放棄地の状況を確認
する農業委員らパトロールメ
ンバー(市内更木地内)
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■審議データ

農地法  6 月 7月 8月
３条 ９ ９ ９

79,169 51,580 21,473
４条 ３ １ ２

3,746 1,020 2,755
５条 12 ７ ７

15,594 2,772 7,190
適用外
証明

２ １ １
373 1,218 1,235

農用地
利用集積
計画

22 ４ ８
206,659 21,194 66,178

農地の権利移転・利用権設定審議内容
上段　審議件数
下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの
権利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの
権利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目
的に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借
権などの権利を設定または移転する場合で受
け手側が大規模農家の場合

10月21日(水)　農地部会
10月23日(金)　農政部会
11月20日(金)　農地部会
11月25日(水)　農政部会
12月17日(木)　農地・農政部会

■これからの主な行事

女性を対象にした締結者の
意見交換会

　

家
族
経
営
協
定
締
結
家
族
と
の
意
見
交

換
会
は
８
月
19
日
、
和
賀
庁
舎
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
協
定
締
結
家
族
の
女
性
と

締
結
見
込
み
の
女
性
、
関
係
者
30
人
が

参
加
。
高
橋
久
悦
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
阿
部
実
さ
ん
、
秀
子
さ
ん
夫
妻(

花

巻
市
上
似
内)

が｢

家
族
経
営
協
定
で
メ
リ

ハ
リ
を｣

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

秀
子
さ
ん
は
、
普
段
気
に
し
て
い
な

か
っ
た
家
事
も
農
業
と
同
じ
労
働
と
見
て

く
れ
た
し
、
家
事
の
分
担
に
よ
り
、
料
理

な
ご
や
か
に

家
族
経
営
協
定
締
結
家
族

と
の
意
見
交
換
会

や
食
器
洗
い
も
夫
や
息
子
が
手
伝
っ
て
く

れ
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は｢

締
結
し
た
こ
と
で
、
よ

り
経
営
へ
の
参
画
意
欲
が
喚
起
し
た｣｢

両

親
が
老
い
た
の
で
、
自
分
が
や
ら
ね
ば
と

考
え
て
い
る｣

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見

が
出
さ
れ
、
協
定
締
結
に
よ
る
農
業
経
営

参
画
へ
の
高
ま
り
が
、
後
継
者
の
確
保
・

育
成
や
経
営
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
再
確
認
し
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　

(

農
業
委
員　

菅
原　

信
子)

八
重
樫 

一
孝 

さ
ん

  　

(

35
歳
・
上
野
町)

　

せ
い
ぶ
農
産
ダ
イ
レ
ク
ト(

株)

八
重
樫

一
孝
代
表
は
愛
媛
県
出
身
で
、
宮
沢
賢
治

に
憧
れ
、
岩
手
大
学
農
学
部
に
入
学
。
そ

の
後
、(

有)

西
部
開
発
農
産
で
農
業
全
般

に
つ
い
て
、
知
識
・
技
術
を
高
め
ま
し
た
。

　

19
年
１
月
に
現
在
の
会
社
を
設
立
。
生

産
規
模
は
露
地
野
菜
18
㌶
、
ハ
ウ
ス
16
棟

を
所
有
し
、
パ
ー
ト
を
含
み
30
人
雇
用
。

生
野
菜
を
生
産
し
、｢

岩
崎
又
三
郎
農
園｣

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
は
、
農
産
物
の
安
心
・
安

全
に
取
り
組
み
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の

流
れ
を
確
立
し
、
市
場
か
ら
信
頼
さ
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
産
地
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
銀
河
鉄
道
の
列
車
が
夢
を
積
ん

で
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い
る
青
年
機
関

士
の
勇
姿
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

(

農
業
委
員　

小
松　

茂)

専用機でニンジン収穫中の八重樫さん

賢治に憧れ就農

お知らせ
◇農地法の一部改正
　改正農地法が６月24日付けで公
布され、半年以内に施行されます。
①法律の目的が、農地の所有から有
効利用へ変更され、適正な利用が義
務付けられます。
②優良農地を確保するため、農地転
用の厳格化、違反転用に対する罰則
強化などが図られます。
③農地の権利移動の規制が見直され、
一定の条件を満たせば貸借権の要件
が緩和されます。
④農地の利用集積を進めるための施
策が推進されます。
⑤その他の主な改正事項
　ア　農地を相続する場合は、農業
　　委員会へ届出が必要となります。
　イ　小作地所有制限などが廃止さ
　　れ、標準小作料も廃止されます。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
同
日
か
ら
９
月

９
日
ま
で
の
土
日
を
除
く
８
日
間
、
復
元

可
能
と
見
込
ま
れ
る
市
内
の
遊
休
農
地
約

30
㌶
を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。


